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伝え合う楽しさを実感する

外国語活動の工夫
－他教科等とのつながりを意識した場面を取り入れて－

長期研修員 森 正樹

《研究の概要》
本研究は、外国語活動において、伝え合う楽しさを実感するために、他教科等とのつな

がりを意識した場面を取り入れた実践である。具体的には他教科等とのつながりを意識し
た既習事項や体験を想起する場面を取り入れていくことで、英語への興味・関心を高め、
段階的に聞いたり話したりする場面を取り入れる。そして、慣れ親しんだ英語を使った伝
え合う必然性のある場面を設け、伝え合う楽しさを実感する実践を行った。
キーワード 【外国語活動 伝え合い 実感 他教科等 つながり 場面】

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領において、外国語活動の目標は、「外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解

を深める」「外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る」「外国

語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる」と示されている。

また、平成24年度群馬県学校教育の指針では「コミュニケーションの積極的な態度の育成に向けて、

各単元のねらいを明確にし、児童の発達段階や興味・関心を重視して、コミュニケーションを図る楽し

さが味わえる活動の充実」が求められている。こうしたことから、小学校段階では、英語を通じて、積

極的、体験的にコミュニケーションを図る楽しさを実感させることが大切になる。

協力校の児童の実態を見ると、メディアの発達や様々なスポーツ人気から外国のことを知る機会も多

く、世界を身近に感じ、外国語への関心は高い。しかし、「言っていることが分からない」「英語で何

と言えばいいのか分からない」という理由から、「相手の思いを聞く」「自分の思いを話す」ことに消

極的な児童が多い。また、外国語活動の指導の様子を見ると、活動内容が児童の興味・関心を引くもの

になっているのか疑問を感じることもある。そこで、他教科等で身につけた知識や技能を関連付けた活

動を行うことのできる小学校の担任が外国語活動を行っていくことで、様々な場面を取り入れながら伝

え合う楽しさを実感させることができると考えた。具体的な手だてとして、共通の話題である既習事項

を生かして、外国語活動に他教科等とのつながりを意識した場面を取り入れていくことが有効だと考え

た。

他教科等とのつながりを意識しながら、児童が既習事項や体験を想起する場面を取り入れていくこと

で、既習の学習を振り返り、高学年の児童でも興味・関心をもって取り組んでいくことが可能になる。

こうした興味・関心をもった題材を基に、英語と他教科等とのつながりを明確にした場面を設けること

で、「話してみたいな」と思いを膨らませる。次に、他教科等とのつながりを意識した聞いたり話した

りする場面を取り入れていくことで、英語に慣れ親しみ、自信をもたせる。そして、慣れ親しんだ英語

を活用する必然性のある場面を設けることで、伝え合う楽しさを実感することができるようになると考

え本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

外国語活動において、伝え合う楽しさを実感させるために、他教科等とのつながりを意識した場面を

取り入れることの有効性を明らかにする。

《研究の概要》

群 G09 - 04

教

セ 平24.246集



- 2 -

Ⅲ 研究の見通し

１ 「出会う」過程において、他教科等とのつながりを意識した、既習事項や体験を想起する場面を

取り入れれば、児童がそれぞれの発達段階に応じた英語に興味・関心をもつことができるだろう。

２ 「慣れる」過程において、他教科等とのつながりを意識した、興味・関心をもった英語を段階的

に、聞いたり話したりする場面を取り入れれば、英語に楽しみながら慣れ親しみ、自信がもてるだ

ろう。

３ 「広げる」過程において、他教科等とのつながりを意識した、慣れ親しんだ英語を使った伝え合

う必然性のある場面を取り入れれば、友達とかかわり合いながら、英語で伝え合う楽しさを実感す

るであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 伝え合う楽しさを実感する外国語活動について

本研究でとらえる伝え合うとは、英語を通じて、聞き手が相手の話にしっかり耳を傾け、分かった

ことを「分かった」と伝え、話し手が聞き手に自分の思いを理解してもらおうと自分の力を発揮し、

表現することである。こうしたお互いの思いが言葉や態度を通して通じ合えたときに、伝え合う楽し

さが生まれる。そして、相手の思いや考えを知ったり、自分の思いや考えを自分の言葉で発話したり

する経験を通して聞いたり話したりすることの楽しさに気付き、その気付きを言葉や文章で表現でき

るようになったときに伝え合う楽しさが実感できると考えた。

２ 他教科等とのつながりを意識した場面を取り入れることについて

本研究の他教科等とのつながりを意識した場面を取り入れるとは、外国語活動の一単元の中に一教

科とのつながりを意識した既習事項を取り入れていくことである。他教科でも英語が使える場面があ

ることに気付くことで、英語を身近なものにして児童が興味・関心をもって意欲的に取り組むことに

つなげていくことができると考える。

「出会う」過程では、国名や動物名

色、以前に体験した運動や星座観察な

ど、それぞれの題材に合う教科との関

連を想起し、英語が他の教科等とつな

がりがあることに気付き、既習事項の

復習になることや既習事項を英語にす

ることで、日本語に似ている表現や異

なる表現を知り、興味・関心を高める

ことができると考えた。

「慣れる」過程では、他教科を意識

した英語の表現、例えば、数字、体の

部位などを聞いたり話したりする場面

を取り入れる。興味・関心を持続させ

ながら、英語に慣れ親しむために ALT

や担任が話す英語を繰り返し聞きなが

ら、様々なゲームや問題作りなど、教科や題材の特性に合わせて行う。その後、児童が聞いて慣れ親

しんだ英語を話す機会として、ペアワークや話合いなどを設ける。このように、聞くことから話すこ

とへと段階的な場面を設けていくことで、聞いたり話したりすることに自信をもつことができると考

図１ 研究構想図
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えた。

「広げる」過程では、慣れ親しみ、自信をつけた英語を活用する場面を設ける。例えば、社会科で

のつながりを意識して、世界の旅行計画を完成させる課題を解決するために、グループで情報を収集

したり、図画工作科とのつながりを意識して、混色のクイズを出し合ったり、体育科とのつながりを

意識して、健康になるための運動をするために声を掛け合ったりしながら、実際にみんなで体を動か

すなどして伝え合う必然性のある場面を設けることで伝え合う楽しさを味わうことができると考えた

（図１）。

以上のように、他教科等とのつながりを意識した場面を段階的に行っていけば、既習事項を生かし

て復習したり、新しいことを知ったりしながら、友達とかかわり、伝え合う楽しさを実感できると考

えた。

本研究では、外国語活動と他教科等とのつながりを、表１のように考え、社会科とのつながりを意

識した場面を取り入れた授業を行った。

Ⅴ 研究の計画と方法

１ 実践計画

対 象 研究協力校 小学校第６学年 36名

期 間 平成24年10月３日～平成24年10月24日 ４時間

単 元 名 「世界地図を基に旅行計画を完成させよう」（関連）Hi, friends！2 Lesson5

表１ 他教科等とのつながり例 （小学校外国語活動と他教科等とのつながりを意識した活動案）

（社 会 科） (国 語 科) (算 数 科) (理 科) （図画工作科） (家 庭 科) (体 育 科)過 時 教
／

●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動 ●は目標○は主な活動程 間 科

●既習の情報を基に、世界の ●既習の情報を基に、漢字 既習の情報を基に、100 ●身近な情報を基に、星 ●既習の情報を基にしなが ●既習の情報を基に、料理 既習の情報を基に、体を● ●
国々に興味・関心をもつ。 で表した動物に興味・関 までの数について想起 座について想起し、 ら自分が知っている色を などについて興味・関心 動かす動作を想起し、運

心をもつ。 し、数に興味・関心を 興味・関心をもつ。 想起し、様々な色がある をもつ。 動などについて興味・関出 ○世界にはいろいろな国があ
もつ。 ことに興味・関心をも 心をもつ。ることを振り返る。 ○漢字の学習を想起し、漢 ○今まで聞いたことが ○調理実習をしたことなど

○世界にはいろいろな有名な 字で表せる動物を振り返 ○１～ 100までの数を英 ある星座を想起する を振り返る。 ○体を動かすことなどを振。 つ。
ものがあることことを知る る。 語で言う。 ○占いで使われる星座 ○自分が知っている色を想 ○食材について話し合う。 り返る。会 １ 。

○ ALTや担任が行ってみたい ○いくつかの漢字を紹介し ○教室内にある机の数や を知る。 起する。 ○ ALTや担任が作って食べ ○動きの表現を出し合う。
国を知る。 動物の名前を推測する。 窓の数、自分が持って ○星座の形を知る。 ○似ている色を整理し、12 てみたい料理を紹介す ○動きを整理する。

○様々な国や有名なものを英 ○漢字カードを使って、様 いる鉛筆の数などを数 ○星座を英語で言う。 色程度にする。 る。 ○様々な動きやそれに関係う

語で言う。 々な動物を英語で言う。 え英語で言う。 ○12色程度を英語で言う。 ○様々な料理名や食材を英 する体の部位を英語で言
語で言う。 う。

●国名や有名なものを表す表 ●漢字で表す動物の表現に ●数を表す表現に慣れ親し ●星座や季節などを表 ●色を表す表現に慣れ親し 料理名や食材を表す表現 ●体の部位や動きを表す表●
現に慣れ親しむ。 慣れ親しむ。 む。 す表現に慣れ親しむ む。 に慣れ親しむ。 現に慣れ親しむ。。

○カードを使ってカルタゲー ○漢字で表した動物カード ○サイコロを使って簡単 ○星座早見を使って、 ○着ている服や持ち物の色 ○料理名や食材のカードを ○体の部位や動きを整理し
ムやビンゴゲームなどを行 を使ってカルタゲームや な計算問題（たし算・ いつ星座が見られるの を紹介する。 使って３色分けにまとめ 実際に動きながら、確認
う。 ビンゴゲームを先生と行 引き算・かけ算）作り か知る。 ○あらかじめ決めておいた る。 する。２

○友達同士で英語を聞いたり ったり、友達同士で行っ を先生と行ったり、友 ○春夏秋冬の夜空にど ラッキーカラーを紹介す ○栄養バランスのよい料理 ○体育の準備運動を思い出
話したりしながら再度ビン たりする。 達と行ったりして、英 の星座が見られるの る。 を考え、交流し合う。 しながら簡単な運動を行慣

ゴゲームを行う。 ○フララッシュカードで変 語で答える。 か、カードを置いて ○自分が好きな色を紹介す ○料理に必要な食材を整理 う。
化をつけながら動物名を まとめる。 る。 しながらミッシングゲー
英語で言う。 ムを行う。

●行ってみたい国とその理由 ●お互いが好きな動物を伝 計算問題を解くことを 星座や季節を表す英 ぬり絵を完成する活動を 自分が作ってみたい料理 どんな運動をしたらよい● ● ● ● ●
を伝え合う活動を通して英 え合い、聞いたり話した 通して、数を表す表現 語を聞いたり話した 通して英語を聞いたり話 を紹介し、英語を聞いた か考え、英語を聞いたりれ

語を聞いたり話したりする りすることに慣れ親しみ を聞いたり話したりす りすることに慣れ親 したりすることに慣れ親 り話したりすることに慣 話したりすることに慣れ
ことに慣れ親しみ、自信を 自信をもつ。 ることに慣れ親しみ、 しみ、自信をもつ。 しみ、自信をもつ。 れ親しみ、自信をもつ。 親しみ、自信をもつ。

○多くの友達とお互いが好 ○友達の誕生日星座を ○簡単なぬり絵を渡し、ど ○料理名や食材カードを使 ○みんなが健康になる運動もつ。 自信をもつ。
○自分が行ってみたい国を決 きな動物を伝え合う。 ○サイコロを使って算数 聞いたり、自分の誕 んな色で仕上げたいか決 いグループ内で自分が作 を考える。３

め、情報を整理する。 ○何種類の動物が集められ すごろくを行い、止ま 生日星座をグループ める。 ってみたい料理と必要な ○自分が考えた運動ができる

○友達や自分が行ってみたい たか整理し、グループで ったマスに設けてある の人に英語で伝えた ○ぬり絵を仕上げるために 食材を紹介する。 るか実際に行い、確認し
国とその理由についてグル 伝え合う。 計算問題を解き、英語 りする。 必要な色を集める。 ○グループで、栄養のバラ 合う。
ープ内で発表し合う。 で答える。 ○友達の星座を聞いて ○集めた色を使ってぬり絵 ンスを考え、作って食べ ○みんなの運動のよいとこ、

季節の表にまとめる を完成させ、発表する。 てみたい料理を決め、ど ろを取り入れながらグル。
んな食材が必要か話し合 ープオリジナル運動を考
う。 える。

●多くの友達と情報交換し、 ●自分だけの漢字動物園を 計算ゲームを行い、課 ●友達の星座を知るこ 友達とクイズを出し合 多くの友達と情報を交換 多くの友達に情報を伝え● ● ● ●
旅行計画を完成させ、伝え 完成させるために多くの 題を解決しながら伝え とを通して、伝え合 い、伝え合う楽しさを実 し、オリジナルメニュー 自分たちのオリジナル運
合う楽しさを実感する。 友達と情報交換し、伝え 合う楽しさを実感する う楽しさを実感する 感する。 を完成するための食材を 動を実践してもらう。。 。

。広 ○グループで分担を決める。 ○答えだけが示された問 ○多くの友達と交流し ○基本の色を決める。合う楽しさを実感する。 収集しながら、伝え合う、 ○グループごとに実演する
○グループのために必要な情 ○漢字カードでどんな動物 題を提示し、どんな数 12種類の星座カード集 ○基本の色に１，２種類の ○クラスのみんなにオリジ楽しさを実感する。
報を集める。 園にしたいのか考える。 を入れるとその答えに めをする。 色を混ぜ合わせオリジナ ナル運動を実践してもら４ ○グループで分担を決める。

○一人一人が集めた情報を基 ○漢字カードを使って、み なるのか考える。 ○収集状況を伝え合う ルカラーを作る。 ○グループのために必要な う。げ 。
。に旅行計画を完成させる。 んなと情報交換しながら ○自分が必要とする数を ○オリジナルカラーは、基 食材を収集する。 ○実践した感想を話し合う

○完成した旅行計画を発表し 漢字カードを収集する。 多くの友達と交流して 本色にどの色を混ぜ合わ ○収集した食材カードから
合う。 ○動物園図を使って、漢字 集める。 せるとできるのかクイズ オリジナル料理ができるる

動物園を完成させる。 ○お互いが考えた計算を を出し合う。 か確認し、発表し合う。
○自分だけの漢字動物園を 伝え合う。
紹介をする。
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２ 抽出児童

何を言っているのか分からないことから英語を聞くことを拒む態度が見られる。しかし、聞いて分かる

ようになりたいという気持ちをもっている。そこで、他教科等のつながりを意識した場面を取り入れ、英
Ａ
語に興味・関心をもたせ、視覚的に補いながら自信をもたせる。そして、ゲームなどを行いながら英語に

慣れ親しませ、伝え合う楽しさを実感できるようにしたい。

外国語活動に興味・関心を示しており、楽しそうに取り組んでいるが、相手の話を聞く、自分の思いを

Ｂ 話すことには、消極的である。そこで、他教科等とのつながりを意識した場面を取り入れながら、伝え合

う楽しさを実感させ、進んで聞いたり話したりできるようにしたい。

３ 検証計画

検証項目 検 証 の 観 点 検証の方法

「出会う」過程において、他教科等とのつながりを意識した、既習

見通し１ 事項や体験を想起する場面を取り入れたことは、児童がそれぞれの発 ○活動観察

達段階に応じた英語に興味・関心をもつことに有効であったか。

「慣れる」過程において、他教科等とのつながりを意識した、興味 ○記録用ビデオの

見通し２
・関心をもった英語を、段階的に聞いたり話したりする場面を取り入 分析

れたことは、英語に楽しみながら慣れ親しみ、自信がもてることに有

効であったか。 ○事前・事後

「広げる」過程において、他教科等とのつながりを意識した、慣れ アンケートの分析

見通し３
親しんだ英語を使った伝え合う必然性のある場面を取り入れたことは

友達とかかわり合いながら、英語で伝え合う楽しさを実感することに ○振り返りカードの

有効であったか。 分析

４ 単元の目標及び評価規準

(1) 単元の目標

自分が行ってみたい国とその理由を聞いたり話したりすることを通して、様々な友達とかかわり

合いながら情報を収集し、伝え合う楽しさを実感する。

(2) 言語材料

I want to go to国名、地域など Why? Because I like食べ物、動物、スポーツなど

I want to see世界遺産、動物など

(3) 評価規準

コミュニケーションへの
外国語への慣れ親しみ 言語や文化に関する気付き関心・意欲・態度

友達と積極的にかかわり I want to go to 国名、Because I like 世界には、様々な国、食

合いながら自分が担当する 食べ物、動物、スポーツなど、 べ物、動物など有名なもの

国の情報を収集している。 I want to see 世界遺産、動物などの があることに気付く。

表 現に慣れ親しむ。

５ 指導計画

学習活動
過程 時 ●は「伝え合う楽しさを実感させる」ための具体的な活動 研究上の手だて

○は「他教科等とのつながりを意識した」具体的な活動

○世界にはいろいろな国があることを振り返 ○世界白地図を提示し、５年「社会科」でどんな国を学習したか、

出 る。 どんな特徴があったか想起し、世界に目が向くようにする。

○世界にはいろいろな有名なものがあること ○世界遺産や動物、スポーツなど各国で有名なものの写真や絵など

めあて：今までの情報を基に、世界の国々に興味・関心をもとう。
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POINT

Where do you want to go?
ホエアー ドゥー ユー ワントゥ トゥ ゴー

（どこにいきたいですか）

I w a n t t o g o t o 国名（～に行きたい）
アイ ワントゥ トゥ ゴー トゥ

W h y? （なぜ）
ホワイ

Because I like 動物／スポーツ
ビコーズ アイ ライク

（～がすきだから）

Because I want to see（～を見たいから）
ビコーズ アイ ワントゥ トゥ シィー

Because I want to eat（～を食べたいから）
ビコーズ アイ ワントゥ トゥ イートゥ

Wow! Great!（気持ち）
ワーオ グレイトゥ

１ を知る。 から、世界に興味・関心がもてるようにする。

●○ ALTや担任が行きたい国を知る。 ○ ALTや担任が行ってみたい国や場所について話を聞くことで、自

会 分に置き換えやすくし、興味・関心が膨らむようにする。

●○カードを使って様々な国名や有名なもの ○11カ国の国旗や有名なものカードを用いて国名や有名なものを英

を英語で言う。 語で話すことで、音声の違いに気付くようにする。

○11カ国の選定基準は５年生の社会科で触れたことがある、生活の

う 中で聞いたことがある、世界地図に国旗を貼るにあたり地域に偏

りがない、英語での発音が難しくないなど児童に負担をかけない

ように配慮する。

●○国旗や世界で有名なもののカードを使っ ○国旗や有名なもののカードを用意し、カルタやビンゴゲームを行

２ たカルタやビンゴゲームを行う。 い、単語を聞くことに慣れるようにする。

慣 ●○国旗や世界で有名なもののカードを使っ ○友達と関わり合いながら、問題を出し合い、聞くだけでなく話す

たビンゴゲームを友達と行う。 ことにも慣れるようにする。

れ

●○自分が行ってみたい国を決め、その ○自分が行ってみたい国を決め、国旗やその国の特徴に合うものを

３ 国の特徴にあった有名なものを選ぶ。 事前に調べた情報から選択するようにする。

●○グループ内で発表する。 ○グループ内で発表する機会を設けることで、英語を聞いたり話し

る たりすることに自信がもてるようにする。

●○互いのよい面を発表し合う。 ○互いの発表を聞いてよかったことを認め合うようにする。

●伝え合う活動の説明を聞く。 ○旅行計画は、グループで一つ完成するようにさせる。旅行計画の

完成は、外国語活動で、使用した国旗や、世界で有名なもののカ

ードを地図の中に貼り付けていくことで完成するようにする。

広 ●○伝え合う楽しさを実感する活動を行う。 ○グループの中でどの国について情報を集めるのか役割を決める場

を設ける。

○情報収集の仕方は、自分が担当する国の国旗と世界で有名なもの

４ のカード（カードは他の国でも自分が担当する国でもよいものと

げ する）をもって、ほかのグループの人と交流し、相手が見たいも

のや食べたいものなどのカードをもっていたら、”Yes, you can.”

と言ってカードをもらえるものとする。もし相手が、見たいもの

や食べたいもののカードをもっていなければ"Wow!Great!"など、

る 話を聞いて分かったことを伝える言葉をかけるようにする。

○自分が担当する国について情報交換を行うようにする。

○集めた情報をグループにもち帰り、世界地 ○一人一人が積極的に活動していくことで、旅行計画が完成するこ

図を完成させる。 とを確認し、自分のため、みんなのためにできるだけ多くの情報

を集めるよう促す。

ねらい：世界白地図や国旗、世界で有名なもののカードを利用し、国名や有名なものを表す表現に慣れよう。

ねらい：行ってみたい国とその理由を伝え合う活動を通して英語を聞いたり話したりすことに慣れ親しみ、自信

をもとう。

ねらい：多くの友達と情報交換し旅行計画を完成させ、伝え合う楽しさを実感しよう。

POINT
I want to go to Italy. Why?
Because I like pizza.
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Ⅵ 研究の結果と考察

１ 他教科等とのつながりを意識して、既習事項や体験を想起する場面を取り入れたことの有効性に

ついて

(1) 結果

「出会う」過程では、５年生で学習した社会科との

つながりを基にして、世界には様々な国があることに

気付き、世界に目を向け、英語に興味・関心をもつ活

動を行った。

第１時では、世界地図を見て、社会科の「世界の主

な国々」を想起するよう働きかけたことで、５年生の

社会科で学習した「国名」「海洋名」「大陸名」が想

起された。そうした中で、国名に視点を当て「どんな

国を知っているか」問うことで、図２のように様々な

国名が挙げられ、積極的に取り組む姿が見られた。抽

出児童Ａは「中国」、抽出児童Ｂは「イギリス」と知

っている国を挙げていた。

様々な国名が出された中で、教師が11カ国を選定し

国旗カードを使って視覚的に分類した。その結果、既

に知っている国を確認する、知らなかった国を新しく

知る、国名は聞いたことがあるが記憶があやふやな国

を思い出すなど様々な角度から興味・関心をもつこと

ができた。

その後、世界で有名なものカードを使って、どんな

世界遺産や食べ物、民族衣装などが有名か、各国の特

徴に目を向けさせ、国旗と照らし合わせながら分類し

たところ、「チマチョゴリって初めて知った」「パエ

リアっておいしそうだな」と各国の特徴に興味・関心

をもつことができた。振り返りカードの内容から、抽出児童Ａ・Ｂは図３・４のように、知らなか

った国の場所や世界で有名なものを新たに知ることができたことが読み取れる。

多くの児童は、抽出児童Ａ・Ｂのように社会科で学習したことを基に、国の場所や各国の特徴な

どに気付き、「他国では、どんな物が有名なのか調べてみたい」というように社会科とのつながり

から新たな思いをもつことができた。

(2) 考察

「出会う」過程の第１時の振り返りカードの結果を見ると「５年生で学習した社会科を思い出し

た」「世界で有名なものを新しく知った」など児童が今まで意識していなかった他教科等とのつな

がりを意識することができた。

これは、世界地図を見て、５年生で学習した「世界

の主な国々」で学んだことを発表する機会があったこ

とで、社会科とのつながりを意識することができたと

考える。

特に教科名や単元名を具体的に示したことで、「海

洋名」や「大陸名」など社会科とのつながりを強く意

識する活動につながった。

既習事項の確認だけでなく、新たな発見もできる材

料（世界遺産や民族衣装、食べ物など）を取り入れた

図５ 第１時の振り返りカードの結果

図３ 抽出児童Ａの第１時の感想

図４ 抽出児童Ｂの第１時の感想

図２ 国の場所を示す児童
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ことで、図５に示すように、楽しいだけでなく今まで

の学習の復習になることや知らなかったことを知り、

興味・関心をもつことができたと考える。

また、世界地図や国旗・有名なものカードを使って

視覚的に分類したことは、国名だけでなく、各国の場

所を確認する、忘れてしまっていたことを思い出す、

各国の有名なものなど知らなかったことを知ることに

大きな役割を果たしたと考える。

さらに、図６のように、外国語活動に自信のある児

童と苦手意識のある児童の興味・関心をもって取り組

むことができた理由を分けてみると、両者共に知らなかったことを知り興味・関心をもって取り組

めたからと答えているが、外国語活動に苦手意識のある児童の多くは、復習ができたので興味・関

心をもって取り組むことができたことが分かる。こうしたことから、外国語活動に社会科とのつな

がりを意識した場面を取り入れてたことで、児童の発達段階や実態に合わせた興味・関心をもたせ

ることができたと考える。

以上のことから、他教科等とのつながりを意識した、既習事項や体験を想起する場面を取り入れ

れれば、児童がそれぞれの発達段階に応じた英語に興味・関心をもつことことができると言える。

２ 他教科等とのつながりを意識して、聞いたり話したりする場面を段階的に取り入れたことの有効

性について

(1) 結果

「慣れる」過程では、「出会う」過程で、外国語活

動と社会科とのつながりからもった興味・関心を持続

できるよう、ゲーム的な活動を行い、英語を聞いたり

話したりすることに慣れ親むことを行った。また、慣

れ親しんだ英語を聞いたり話したりすことに自信をも

つことをねらいとした活動を行った。

第２時では、図７のように、国旗や各国の有名なも

のカードを使って、カルタゲームやビンゴゲームを行

った。初めに、外国語活動と社会科とのつながりから

もった興味・関心を持続する活動の一つとして、単語

を一つ一つを集中して聞くように、カルタゲームを行

った。次に、ビンゴゲームを行い、児童一人一人が選

択した情報を注意深く聞く機会を設け、英語を聞くこ

とに慣れ親むようにした。最後に図８のように、お互

いに国名や世界で有名なものについて英単語を伝え合

う機会をつくり、聞いたり話したりすることに慣れ親

むためのビンゴゲームを行った。カルタゲームを通し

て ALTが言っていることを注意深く聞くという目的意

識が生まれ、グループの友達と楽しみながら取り組ん

だ。

また、繰り返し聞いたり話したりしたことで、今回

扱った社会科とのつながりを意識した英語を聞くこと

に慣れ親しむことができた。さらに、グループで交代

しながら互いが単語を話す機会をつくったことで、単

に聞くだけでなく、「この国や有名なものを選ぶと自

図６ 第１時の振り返りカードの記述内容

図７ カルタゲームを楽しむ児童

図８ ビンゴゲームを楽しむ児童

図９ 第２時 抽出児童Ａの感想

90%

0%

85%

42%

知らなかったことを知った

復習できた

外国語活動に自信のある児童と苦手意識のある児童の

第１時の活動で興味・関心をもって取り組むことができた理由

(複数回答）
苦手意識あり 自信あり



- 8 -

分に有利だ」とか「この単語を言ってみたい」という

自分の思いを反映させたビンゴゲームを行うことがで

きた。抽出児童Ａ・Ｂの振り返りには、図９・10が示

すように、英語を聞いたり話したりすることに慣れ親

しんだことが読み取れる。

第３時では、社会科とのつながりからもった興味や

関心を持続できるよう「Where do you want to go?」

「I want to go to USA.」「Why?」「Because I like

hamburgers.」などの会話文を取り入れ、前時の復習

を行った。会話文を使って担任と ALTが会話をしなが

ら「国名」「有名なもの」を伝え、それらをしっかり

聞きながらビンゴゲームを行うようにした。また、数

回行ったところで児童にも質問し、答える機会をつく

ったことで、一斉練習する必要なく、自然と耳で聞い

たことを真似しながら質問したり答えたりできるよう

になっていた。

その後、一人一人が聞いたり話したりする場面では

友達とかかわり合いながら楽しく自信をもって活動を

していた（図11）。

また、話すことばかりに注意が向いていたときには

「Wow!」「Great!」など聞いて感じたことを表す言葉

を伝える見本を見せたり、受け止めてもらったときの

気持ちを伝えたりして活動したところ、聞いて分かっ

てもらえる反応があると今まで以上に楽しさを感じる

様子が見られた。抽出児童Ａ・Ｂ共に図12・13が示す

ように聞いたり話したりする活動に自信がもて、伝え

合う楽しさを感じはじめている様子が分かる。

(2) 考察

「慣れる」過程の第２時では、国旗や世界で有名な

ものをカルタゲームやビンゴゲームを通して、英語に

慣れ親しませる活動を行ったところ、英語を聞いたり

話したりして社会科を意識した国名や世界で有名なも

のを覚え、楽しく活動できた。振り返りカードの結果

では、楽しく活動した児童の割合は 100％であり、そ

の中でも、図14が示すように、英語で社会科とのつな

がりを意識した言葉が聞けてよかったという内容を書

いた児童が33％、英語を話すことができてよかったと

いう内容を書いた児童が39％、英語が覚えられたと記

述した児童が72％であった。覚えることを目的とした活動ではないものの、児童にとって扱う言語

材料を覚えることは、楽しく活動する上でとても重要であることが分かる。ゲーム的な要素を取り

入れた活動を通して、選定した英語に慣れ親しんでいくことができると考える。

また、聞く活動から話す活動へと段階的に活動してきたことで一人一人の不安な思いを軽減し、

安心して英語に慣れ親むことができたと考える。

第３時では、10分間、多くの友達と行きたい国とその理由について情報交換する活動を行った。

その結果、多い児童で11人、少ない児童で２人と差はあったものの、一人平均、 5.8人と情報交換

図11 情報交換する児童

図10 第２時 抽出児童Ｂの感想

図12 第３時 抽出児童Ａの感想

図13 第３時 抽出児童Ｂの感想

図14 第２時の振り返りカード記述内容

33%

39%

72%

聞けた

話せた

覚えられた

外国語活動が楽しくできた理由

（複数回答）
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することができた。第３時の振り返りカードには図15

（上）が示すように、83％の児童が「英語を聞いたり

話したりすることに自信をもった」と記述している。

その理由では図15（下）のように25％の児童が「聞い

たり話したりできた」と答えている。しかし、75％の

児童は「みんなの行きたい所が分かって楽しかった」

「たくさんの人と話ができてよかった」というように

相手のことを知る、自分のことを知ってもらうことを

通して英語を聞いたり話したりすることに慣れ、自信

をもったことが分かる。こうしたことから、社会科と

のつながりから興味・関心をもったことをゲーム的な

要素を取り入れ、聞くことから話すことへと段階的に

英語に慣れ親しませ、慣れ親しんだ英語を使って、行ってみたい国を聞いたり話したりする機会を

設けることで、英語を聞いたり話したりすることに自信をもたせることができたと考える。

以上のことから他教科等とのつながりを意識して、聞いたり話したりする場面を段階的に取り入

れれば、英語に楽しみながら慣れ親しみ、自信がもてると言える。

３ 他教科等とのつながりを意識して、慣れ親しんだ英語を使った伝え合う必然性のある場面を取り

入れたことの有効性について

(1) 結果

「広げる」過程では、世界地図を基に旅行計画を完

成させるために、多くの友達と情報交換し、伝え合う

楽しさを実感することをねらいとした活動を行った。

第４時では、各グループ一人一人が行ってみたい国

の国旗を世界地図に貼り、旅行計画を作成した。そし

て、慣れ親しんだ表現を用いて自信をもった活動を発

展させ、有名なものカードを他のグループの人と情報

を交換しながら収集する活動を行った。グループ内で

決めた分担により、情報を収集するために一人一人が

伝え合う必然性が生まれ、目的意識をもって、楽しみ

ながら伝え合う活動を行うことができた。誰が自分の

必要としている情報をもっているのか分からないため

多くの友達と情報を交換し合うことになり、旅行計画

を完成させるために意欲的に取り組んだ。

より多くの友達とかかわり合う機会をつくるために

早い段階で自分が必要とする情報を収集できた児童に

同じグループ内で、まだ、情報を集められていない友

達の手伝いをするよう指示したところ、協力し合いな

がら情報収集することができた。また、グループ内で

すべての情報が収集し終わっても情報を収集している

グループがあることを伝えたことで、図16のように制

限時間ぎりぎりまで意欲的に取り組むことができた。

抽出児童Ａ・Ｂの振り返りでは、図17・18のように、友達とかかわり合う活動を通して、伝え合う

ことに楽しさを感じたことが分かる。

(2) 考察

「広げる」過程の第４時の振り返りカードの結果を見ると、72％の児童が、「友達と交流し、聞

図16 第４時で情報交換する児童

図17 抽出児童Ａ第４時の感想

図18 抽出児童Ｂ第４時の感想

図15 第３時の振り返りカードの結果
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いたり話したりすることが楽しかった」と伝え合う楽

しさを挙げている。これは、グループで一つのものを

完成するために、一人一人が自分の役割を果たさなけ

ればならないという必然性のある場面を設定したこと

と、自分の求める情報を誰がもっているのか分からな

いため、男女を問わず多くの友達と交流する必要性が

生まれたためであると考える。

第３時と第４時で行った伝え合う活動と比べて見る

と、図19に示すように、多い児童では15人、少ない児

童では５人と一人平均 9.4人となり、第３時より多く

の友達と交流している。このことから、英語に慣れ親

しむことができたことが分かる。また、第４時の振り

返りカードの結果から図18の抽出児童の感想にも書か

れているように、第３時より多くの楽しさを味わうこ

とができ、聞いたり話したりすることへの余裕が生ま

れたと考える。

また、外国語活動の楽しさに関する記述を授業実践

前のアンケートと授業実践第１時から第４時までの振

り返りカードを整理してみると、図20のように事前ア

ンケートでは、児童全員がゲームを行うことが楽しい

と答えていた。しかし、第３時より友達と交流する楽

しさを感じはじめ、第４時で、70％以上の児童が友達と伝え合う楽しさを感じている。外国語活動

の楽しさを感じる理由は活動内容によって変化するが、第１時で興味・関心をもち、第２時から第

３時で十分に慣れ親しみ、聞いたり話したりすることに自信をもったことで、伝え合うことに余裕

が生まれ、第４時ではゲーム的な感覚で活動に取り組み、楽しさを感じることができたと考える。

以上のことから「広げる」過程において、他教科等とのつながりを意識して、慣れ親しんだ英語

を使った伝え合う必然性のある場面を取り入れれば、友達とかかわり合いながら、英語で伝え合う

楽しさを実感することができると言える。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○ 他教科等とのつながりを意識した場面を設けたことで、既習事項を復習したり、新しいことを

知ったりして、児童の発達段階に応じた動機付けを行うことができた。

○ 慣れ親しんだ英語を使って、伝え合う場面を設けたことで、相手の言うことを聞けた、自分が

伝えたいことを話せたなど、多くの児童が伝え合う楽しさを経験することができた。

２ 課題

○ 他教科等とのつながりで、興味・関心をもたせていくためには、学習したことを想起するだけ

でなく、他教科に関連した新たなことに気付く言語材料などを設けていく必要がある。

○ 今後も児童が伝え合う楽しさを経験していくためには、各教科の特性を考えたより多くの他教

科等とのつながりを意識した場を開発していく必要がある。
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